
 

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-138 高等学校 理科 生物  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生物 310 改訂版 生物 

 

１．編修の基本方針 
 

 以下の点を編修の基本方針として，学習者が生物学に興味をもち，幅広い知識や教養を身

につけられるとともに，「生命現象と物質」，「生殖と発生」，「生物の環境応答」，「生

態と環境」，「生物の進化と系統」に関して正確に理解できるような教科書を目指した。 

 

(1) 生物基礎で高めた生物や生物現象に関する興味・関心をさらに高めることによって，

自ら疑問点を主体的に見出そうとする態度を身につけさせるとともに，探究的な学習

によって生物や生物現象に対する探究心を養えるようにした。 

(2) 探究活動や観察＆実験などの生物学的に探究する方法の習得を通して，生物や生物現

象について深く，系統的に理解できるようにするとともに，科学的な思考力や判断力

・表現力を育成できるようにした。 
 
 

２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 生物を学ぶにあたって DNA や細胞のはたらき，身の回りの環境，

地球の歴史の中での生物の進化，地球上に

生息する多様な生物の共通性などを考える

ことで，幅広い知識と真理を求める態度が

重要であることがわかるよう配慮した（第

１号）。 

8 頁～10 頁 

第1章 細胞と分子 免疫に関する事例を取り上げ，健康なから

だを保持することに向き合う精神を養える

よう配慮するとともに，学習内容が生活に

密接に関連したものであることを実感でき

るようにした（第２号）。 

日本人研究者である利根川進の功績を取り

上げることで，国や郷土を愛する心を養え

るよう配慮した（第５号）。 

48頁～51頁 

第2章 代 謝 代謝とエネルギーについて扱い，生徒自身

の体内で起きている現象を理解させること

で，学習内容が自分自身と深く結びついて

いることを実感できるようにした（第２

号）。 

60頁～62頁  

 

 



 

第3章 遺伝情報の発現 バイオテクノロジーの課題を扱うことで，

技術の発達に対して，生命や自然を尊重す

る心をもって臨まなければならないことが

理解できるよう配慮した（第４号）。 

145頁 

 

 

 

第4章 生殖と発生 動物や植物の配偶子形成と受精を扱うこと

で，生命を尊ぶ態度を養うことができるよ

う配慮した（第４号）。 

170頁～174頁

200頁～201頁

第5章 動物の反応と行動 神経伝達物質であるドーパミンのはたらき

と，薬物であるコカインとの関係を扱うこ

とで，薬物中毒の恐ろしさを示すととも

に，健やかな身体を養えるよう配慮した。

（第１号）。 

223頁 

第6章 植物の環境応答 日本の研究グループがフロリゲンの実体を

解明したことを扱うことで，研究者として

の社会への寄与の道もあることを感じられ

るよう配慮した（第３号）。 

286頁 

第7章 生物群集と生態系 生物多様性の保全について扱うことで，自

然を大切にし，環境の保全に寄与する態度

を養えるよう配慮した（第４号）。 

340頁～341頁

第8章 生命の起源と進化 人類の出現に関して扱うことで，自らと向

き合う精神を育むとともに，学習内容が自

身に密接に関連していることを実感できる

ようにした（第２号）。 

370頁～373頁

第9章 生物の系統 生物の多様性と共通性について学習するこ

とで，幅広い知識と教養を身につけること

ができるよう配慮した（第１号）。 

396頁～427頁

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
 
(1) 形式的には，内容を編・章・節に分けて構成し，さらに各節には，項目（1，2，3，

…），小項目（A，B，C，…）ごとに見出しを入れ，本文が整理されて読みやすくなるよ
うに配慮した。 

(2)「本文」では網羅的・羅列的な扱いを避けるとともに，「脚注」を活用して補足・注意事
項を扱い，簡潔に記述することに努めた。またできるだけ平易な記述を心がけた。 

(3) 生徒の興味・関心を高める最新の研究や話題，先人の研究やエピソードなどを随所に
「参考」，「コラム」として扱った。 

(4) 本文に登場する生物をはじめできるだけ多く写真を取り入れ，興味をもって学習を進め
られるように配慮した。また，図版については，本文とあわせて理解を深められるわか
りやすい図解となるよう工夫した。 

(5) 本文では，生活にかかわる自然現象について，観察及び実験を通じて科学的に理解し，
処理する基礎的な能力を養えるように，「観察＆実験」を各章で適宜扱った。また，各
章末には探究活動を入れ，探究のしかたを身に付けられるようにするとともに，発展実
験を提示するなどして，自ら探究する態度を育めるような構成とした。 

(6) 身に付けた知識の定着を図れるよう，各章末には，その章で学習したことを総合的に確
認できる「整理の問題」を設けた。 

(7) 学習指導要領に示されていない内容でも，本文の科学的理解が深まる内容を「発展」と
して扱い，生物や生物現象について本質的な理解ができるよう努めた。 

 



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-138 高等学校 理科 生物  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生物 310 改訂版 生物 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 
 

Ⅰ.教科書の特色  
 
(1) 生物や生物現象に関する探究心を高めるとともに，生物や生物現象の基本的な概念や原

理・法則の理解を深めることで，科学的な自然観を養えるようにした。 

(2) 生命の科学の特質がよく理解できるように教材を精選し，またいろいろな生命現象の相

互の関係が関連づけて学習できるように工夫した。 

(3) 理解を助ける図や写真を多用して興味をもって学習が進められるようにするとともに，

学習内容を理解しやすいようにその表現などを工夫した。 

(4) 目的意識をもって観察や実験を行うことで，生物学的に探究する能力と態度を養えるよ

うにした。 

 

Ⅱ.教科書の構成 
 
１．前付 

・生物を学ぶにあたって 

生物で学習する 9 つの章の学習内容に触れることで，生物を学習する意義を感じ取れ

るようにした。 

 

２．本文 

全体を 5 編・9 章構成とし，各編・章は，学習指導要領の各大項目・中項目と一致する

ようにした。各章は，複数の節に分けるとともに，以下のような要素で構成した。 

(1) 本文 

生物や生物現象についてわかりやすく記述し，さらに，その理解を助ける図や写真を多

用するなどして，学習内容を理解しやすいように表現を工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ここでは，本文中に図中の番号（①，②など）を記すことで図の理解を深める工夫をした。 

〔紙面は実際にはカラー印刷となります（以下同）〕

 



 

 

(2) 観察＆実験 

本文では，関連する「観察＆実験」を

扱った（全 27 か所）。 

実験や観察を行う上で危険が伴う場合

には，適宜［注意］を入れ，安全性へ

の配慮ができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 参考 

本文をより深く理解するため，本文と

関連する参考となる内容を扱った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) コラム 

日常生活にかかわりのある内容や，本

文での学習内容に対する過去の研究経

緯を取り上げることで，興味・関心を

高められるよう配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(5) 発展 

学習内容に関連ある興味深い内容を「発

展」として入れ，興味・関心に応じて取

捨選択して学習できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 問・思考学習 

学習内容を定着させるために，問題類を扱

った。 

問…学習内容を確かめたり，それと関連

して考察させたりする問題である。 

思考学習…研究の結果を与え，それをも

とに考察させるもので，生物学的な

思考力の養成をねらったものであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 探究活動 

各章の学習内容と関連する探究活動をそれぞれの学習場所で扱った（全 9 か所）。各

探究活動では，その目標，予備調査，仮説の設定，実験計画，準備する器具や薬品・

材料などを与え，方法として観察・実験を行う内容を記した。また，結果の記述のし

かたやまとめ方を記し，結果の一例を示したところでは，それに基づく考察の例も示

した。さらに，｢設問｣を随所に入れ，それに対応する内容を［探究への道標］として

適宜設けて，生物学的に探究する方法のうち何を学ぶのか，どういう点に注意すれば

よいかなどについて記述した。 

 

(8) 整理の問題 

その章の学習の仕上げの問題として扱った。 

 

３．巻末資料 

巻末資料として｢生物の学習に必要な化学や数学の基礎事項｣を入れ，学習の手助けとな

るようにした。 

 

 



 

２．対照表 
 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 

配当
時数

第1編 生命現象と物質 (1) 生命現象と物質   

第1章 細胞と分子 ア 細胞と分子 11頁～58頁  

１．生体を構成する物質 (ｱ) 生体物質と細胞 12頁～15頁 2 

２．タンパク質の構造と性質 (ｲ) 生命現象とタンパク質 
 

16頁～21頁 3 

 
３．酵素のはたらき 22頁～27頁 3 

４．細胞の構造 (ｱ) 生体物質と細胞 28頁～35頁 3 

５．物質輸送とタンパク質 (ｲ) 生命現象とタンパク質 
 

36頁～45頁 3 

６．情報伝達・認識とタンパク質 46頁～53頁 2 

探究活動１ 温度や pH と 
唾液アミラーゼの反応速度 

エ 生命現象と物質に 
関する探究活動 54頁～57頁 2 

第2章 代 謝  イ 代謝 59頁～96頁  

１．代謝とエネルギー (ｱ) 呼吸 
 

60頁～62頁 1 

２．呼吸と発酵 63頁～76頁 5 

３．光合成 (ｲ) 光合成 77頁～89頁 5 

４．窒素同化 (ｳ) 窒素同化 90頁～93頁 2 

探究活動２ 光合成色素が 
吸収する光の観察 

エ 生命現象と物質に 
関する探究活動 

94頁～95頁 1 

第3章 遺伝情報の発現 ウ 遺伝情報の発現 97頁～152頁  

１．DNAの構造と複製 (ｱ) 遺伝情報とその発現 
 

98頁～105頁 2 

２．遺伝情報の発現 106頁～121頁 4 

３．遺伝子の発現調節 (ｲ) 遺伝子の発現調節 122頁～131頁 4 

４．バイオテクノロジー (ｳ) バイオテクノロジー 132頁～147頁 4 

探究活動３ 遺伝子組換え実験 
 

エ 生命現象と物質に 
関する探究活動 148頁～151頁 2 

第2編 生殖と発生 (2) 生殖と発生   

第4章 生殖と発生 
 
 

ア 有性生殖 
イ 動物の発生 
ウ 植物の発生 

153頁～212頁  

１．遺伝子と染色体 ア 有性生殖 
(ｱ) 減数分裂と受精 

154頁～157頁 2 

２．減数分裂と遺伝情報の分配 158頁～162頁 2 

 ３．遺伝子の多様な組み合わせ 
 

ア 有性生殖 
(ｲ) 遺伝子と染色体 163頁～169頁 3 

４．動物の配偶子形成と受精 
 

イ 動物の発生 
(ｱ) 配偶子形成と受精 170頁～174頁 2 

５．初期発生の過程 
 

イ 動物の発生 
(ｲ) 初期発生の過程 175頁～183頁 3 

６．細胞の分化と形態形成 
1 卵の極性と細胞の分化 
2 誘導と形成体のはたらき 
3 形態形成を調節する遺伝子 

C ショウジョウバエの器官形成

イ 動物の発生 
(ｳ) 細胞の分化と形態形成 
 
 
 

184頁～199頁 4 
６．細胞の分化と形態形成 

3 形態形成を調節する遺伝子 
A ショウジョウバエの発生 
B ショウジョウバエの 

前後軸の形成 

イ 動物の発生 
(ｲ) 初期発生の過程 
 
 
 

７．植物の配偶子形成と発生 
1 被子植物の配偶子形成と受精 
2 胚と種子の形成 
3 植物の器官分化 

ウ 植物の発生 
(ｱ) 配偶子形成と受精， 

胚発生 
(ｲ) 植物の器官の分化 

200頁～207頁 3 



 

探究活動４ 鳥類の発生の観察 
 

エ 生殖と発生に 
関する探究活動 

208頁～211頁 2 

第3編 生物の環境応答 (3) 生物の環境応答   

第5章 動物の反応と行動 ア 動物の反応と行動 213頁～260頁  

１．ニューロンとその興奮 
(ｱ) 刺激の受容と反応 
 
 
 

214頁～223頁 3 

２．刺激の受容 224頁～233頁 3 

３．情報の統合 234頁～239頁 2 

４．刺激への反応 240頁～245頁 2 

５．動物の行動 (ｲ) 動物の行動 246頁～255頁 3 

探究活動５ カイコガの生殖行動 
 

ウ 生物の環境応答に 
関する探究活動 256頁～259頁 2 

第6章 植物の環境応答 イ 植物の環境応答 261頁～294頁  

１．植物の生活と環境応答 (ｱ) 植物の環境応答 
 
 
 
 
 

262頁～265頁 2 

２．発芽の調節 266頁～269頁 2 

３．成長の調節 270頁～277頁 3 

４．環境の変化に対する応答 278頁～281頁 2 

５．花芽形成・結実の調節 282頁～289頁 2 

探究活動６ 
植物ホルモンのはたらき 

ウ 生物の環境応答に 
関する探究活動 290頁～293頁 2 

第4編 生態と環境 (4) 生態と環境   

第7章 生物群集と生態系 
 

ア 個体群と生物群集 
イ 生態系 295頁～346頁  

１．個体群 ア 個体群と生物群集 
(ｱ) 個体群 

 

296頁～305頁 3 

２．個体群内の個体間の関係 306頁～311頁 2 

３．異種個体群間の関係 312頁～318頁 2 

４．生物群集 
 

ア 個体群と生物群集 
(ｲ) 生物群集 319頁～323頁 2 

５．生態系における物質生産 
 

イ 生態系 
(ｱ) 生態系の物質生産 324頁～333頁 3 

６．生態系と生物多様性 
 

イ 生態系 
(ｲ) 生態系と生物多様性 334頁～341頁 2 

探究活動７ 
土壌中の生物群集の調査 

ウ 生態と環境に 
関する探究活動 342頁～345頁 3 

第5編 生物の進化と系統 (5) 生物の進化と系統   

第8章 生命の起源と進化 ア 生物の進化の仕組み 347頁～394頁  

１．生命の起源と初期の生物の変遷 (ｱ) 生命の起源と 
生物の変遷 

348頁～357頁 3 

２．多細胞生物の変遷 358頁～373頁 4 

３．進化のしくみ (ｲ) 進化の仕組み 374頁～391頁 4 

探究活動８ 進化の証拠を探そう 
 

ウ 生物の進化と系統に 
関する探究活動 

392頁～393頁 2 

第9章 生物の系統 イ 生物の系統 395頁～430頁  

１．生物の系統 (ｱ) 生物の系統 
 

396頁～401頁 2 

２．生物の多様性 402頁～427頁 10 

探究活動９ 
光合成色素と植物の系統 

ウ 生物の進化と系統に 
関する探究活動 

428頁～429頁 1 

 
計 140

  
  



 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

28-138 高等学校 理科 生物  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 生物 310 改訂版 生物 

 

ページ 記   述 類型
関連する学習指導要領の内容 
や内容の取扱いに示す事項 ページ数

104 DNA 末端の複製 2 
(1) 生命現象と物質 

ウ 遺伝情報の発現 
(ア) 遺伝情報とその発現 

0.5 

115 
転写後の過程－mRNA になる前に
－ 

2 
(1) 生命現象と物質 

ウ 遺伝情報の発現 
(ア) 遺伝情報とその発現 

0.5 

121 DNA の損傷と修復 2 
(1) 生命現象と物質 

ウ 遺伝情報の発現 
(ア) 遺伝情報とその発現 

0.75 

126 ヒストンのアセチル化 2 
(1) 生命現象と物質 

ウ 遺伝情報の発現 
(イ) 遺伝子の発現調節 

0.25 

131 
転写後の遺伝子発現調節－RNA
干渉－ 

2 
(1) 生命現象と物質 

ウ 遺伝情報の発現 
(イ) 遺伝子の発現調節 

1 

143 逆転写と逆転写酵素 2 
(1) 生命現象と物質 

ウ 遺伝情報の発現 
(ウ) バイオテクノロジー 

0.25 

223 快感に関係する神経伝達物質 2 
(3) 生物の環境応答 

ア 動物の反応と行動 
(ア) 刺激の受容と反応 

1 

 合 計 4.25 

 
 

（「類型」欄の分類について） 

１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 

 


